
３・４・５歳児の保育の無償化、認定こども園や
企業主導型保育所の動向、こども家庭庁の創設など、
揺れ動いている保育界です。
そのようなか、保育（幼児教育）施設の現状を
確認し、それらから発生する課題である、保育園の
不足と保育者不足、待機児童、幼保一元化を含む
認定こども園などの課題について考察し、未来予測を
試みます。
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